
２０１９年度がスタートしました。

過去の良き伝統を引き続き、更に新しいも

のを加えて、新体制での学校運営を進めてま

いります。保護者の皆様方には、何かとお力

添えをいたただきく存じます。

ご協力よろしくお願いします。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

教職員の人事異動について
下記のとおり、教職員の人事異動がありました。

《転出の教職員》敬称略

林田美年子 (教諭） ご退職

美波 和代 （教諭） ご退職

西田 佳孝 (教諭） ご退職

山本 裕子 (校務員）ご退職

岩佐 芙美 （教諭） 田原本中学校へ

西辻 麻里 （教諭） 天理北中学校へ

笹田 文穂 （講師） 大宇陀中学校へ

古谷 優樹 （講師） 室生中学校へ

松尾 美保 （講師） ご退職

･･････････････････････････････････････････････････････

《転入の教職員》敬称略

九鬼 淳子 （教諭） 三笠中学校より

北村 卓也 （教諭） 田原本北中学校より

吉田 裕人 （教諭） 新規採用

北村 晴菜 （教諭） 新規採用

古城 正孝 (校務員) 新規採用

平野 秀雄 (講師)

岸田 哲也 （講師）

『今年もこの目標で頑張ります！！』

《めざす学校像》 《めざす生徒像》

○魅力と活力に満ちた学校 ○感謝をする心を育てる

○豊かな心が育つ学校 ○チャレンジする心を育てる

○地域と共に歩む学校 ○爽やかな挨拶ができる生徒を育てる

○自ら考え判断し実行できる生徒を育

てる

○夢に向かって努力できる生徒を育て

る

４月１０日(水)に入学式を行いました。

宇陀市より 前田副市長様、市教育委員会より 巽 教育委員

様はじめ多くのご来賓のみなさま、そして、保護者のみなさま

に祝福される中、１０３名（男子４９名、女子５４名）の新入

生が入学しました。

新入生は少し緊張気味でしたが、その表情は期待感にあふれ

ていました。生徒会代表の歓迎の言葉の後、新入生の代表が、

堂々と大きな声で宣誓してくれました。

入学式の式辞（部分抜粋）

それでは、みなさんに本校の合い言葉を紹介しましょう。

『草にも木にもいいことをしよう。人にも自分にもいいことをしよう』

です。これは、本校で学んだ多くの先輩たちに受け継がれてきた言葉で

す。今日からは皆さんも受け継いでいくことになります。その実現は決

して難しいことではありません。一人ひとりが意欲をもって学級の仲間

とともに考え、行動すれば成し遂げられることです。自分中心の考えだ

けではいけません。人は誰しも希望や喜び、そして悩みをもって生活を

しています。いつも自分のことだけを考えるのではなく、他の人のこと

を考え、行動ができたらどんなに素晴らしいことでしょう。そして、友

達が困っていたり悩んでいたら、声をかけ相談に乗ってほしいのです。

友達をつくり、互いに学びあい、助け合っていくところに真の友情が生

まれます。周りの人の気持ちを正しく受け止め、自分と結びつけて考え

行動して下さい。支え合い、助け合い、共に生きることが大切です。共

に生きる学級集団、共に生きる学校集団をみなさんの手でつくって下さ

い。

また、これからの中学校は、集団生活を通して、守らなければならな

い約束ごとやいろいろな考え方のあること、人との接し方や協力し合う

知恵、責任の果たし方など、将来にわたって生活をしていくうえで大切

にしていかなければならない事を学ぶところです。多くの体験を自らす

すんでしてみてください。

知恵として物事を知っていても、実際に経験、体験がないと知識が知

識として働かないことが多いものです。中学校の勉強は、自ら学ぶ、人

と交わって学ぶ、さらに体験をして学ぶことが大切なのです。上級生は、

希望をもって入学してくる皆さんを迎えるにあたって、皆さんが学校に

早く慣れてくれるように、そして、本校の伝統を引き継いでくれるよう

に、環境の整備や心の整備をしてくれています。どうか、義務教育の仕

上げが立派にできるよう、一緒に頑張ってください。

二・三年生の皆さん、後輩が大きな希望と少しの不安をもって入学して

きました。楽しく充実した学校生活が送れるように応援しましょう。将

来、我が故郷榛原を支えていくのは皆さんです。今、一人ひとりができ

る努力を疎かにせず、目標に向かって全員で前に進みたいと思います。

学校からの「情報発信・お知らせ」について
本年度も、学校のホームページ（以下、榛中Web）やメール配信システム（宇陀市教育メール）により、学校からの連絡や情報

発信を行います。メール配信に未登録のご家庭はこの機会にぜひご登録願います。

草にも木にも いいことをしよう 人にも自分にも いいことをしよう

平 成 ３１ 年 度
学 校 目 標

『 自 ら の 成 長 を 実 感 で き る 学 校 』
夢 を 持 ち 、 未 来 へ の 可 能 性 を 創 造 し て い く 生 徒 の 育 成

平成３１年 ４月１９日（金）４月号
（http://www.haibara-jh.ed.city.uda.nara.jp/index.html） （文責 ： 学校長 久保）



このコーナーでは、部活動での取組の様子、試合結果、
これからの予定等について、お知らせします。

『 報われない努力になるかもしれないけど
目標に向かって努力することが、

今、一番大事なんだよ！！ 』

《野球部》集中ゲ－ム２勝２負
●3/10vs 天理西中（勝ち）●3/17 vs 飛鳥中（負け）
●3/21vs 東大寺中（負け）●3/24 vs 平城東中合同（勝ち）

《陸上競技部》
○4/21 奈良市記録会 （鴻池陸上競技場）

○4/27・28 県強化記録会 （橿原陸上競技場）

○5/6 橿原市記録会 （橿原陸上競技場）

○6/1・2 県学校対抗選手権（橿原陸上競技場）

《ソフトテニス部 》

●3/26～28 都道府県対抗全日本中学生大会(於：伊勢市、鳥羽市)

男子シングルス 橋本（3年） ベスト64

女子ダブルス 岩元ﾉ、岩元ﾏ（2年） ベスト16

男子団体 ベスト16 、女子団体 2回戦敗退

《バレーボール部 男子》

●2/ 2 県選手権大会 ベスト８

●3/21 奈良市春季リ－グ 優勝

○4/27 県春季選手権大会

vs斑鳩、生駒中合同(於：ならでん第２体育館)2・3回戦

29 準決、決勝(於：ならでんアリ－ナ)

《バレーボール部 女子》

○4/20 県春季選手権大会 vs香芝中(於：王寺中)2・3回戦

27 (於:香芝中)・29(於ジェイテクトアリ－ナ)

○5/3・4 強化練習会（会場は未定）

《バスケットボール部 男子》

☆4/29は、榛原中が会場となります。

○4/29 県選手権大会 vs郡山東中(於：榛原中)2・3回戦

○5/ 2 (於:郡山南中) 4・5回戦

《バスケットボール部 女子》

○4/28 県選手権大会 vs郡山西中(於：三郷中)1・2回戦

○5/ 2 (於:郡山南中)3・4回戦

○5/ 3 (於:天理市立総合体育館)準決勝・決勝

《卓球部》

○5/3 春季卓球大会個人の部(於：橿原体育館）

藤本、中西、中垣、松本、芝下(3年)

溝口(2年)

5/4 春季卓球大会団体の部(於：橿原体育館）

個人戦メンバ－＋平尾(2年)、岸(2年)

《バドミントン部》

○4/29・30 県春季大会(於：田原本中央体育館)

○5/19 宇陀市民スポーツ大会(於：宇陀市総合体育館)

《剣道部》

○4/28 県剣道選手権大会（榛原総合体育館）

○4/29 伊賀忍者カップ（名張市武道館いきいき）

○5/26 昇段試合（ならでん武道館）

《吹奏楽部》

●4/10 第73回入学式での演奏

●4/17 スプリングコンサート

○4/29 市吹奏楽フェスティバル（市文化会館）

部活動について
部活動は、同じクラスや学年のなかまだけでなく、異学

年の先輩や後輩と一緒に活動することにより、礼儀や言葉

づかいなどの社会性を身に付けたり、自分の可能性に挑戦

することができる大切な機会と考えています。

できるだけ多くのみなさんに部活動を経験して欲しいの

ですが、学校の規模や状況により、開設できる部には制約

があります。小さい頃から一つの運動(活動)をすることも

あると思いますが、様々な運動や活動を経験して欲しいと

も願っています。是非、現在本校で開設している部を選ん

で活動して下さい。

共に感動を、共にいい汗を流しませんか。。

また、社会スポーツや習い事などで頑張っているみなさ

んもいますので、それぞれの場所で活動し、自分を高めて

くれることを期待しています。

４月１２日(金)に、新入生に対して部活動の紹介があり

ましたが感動をしました。伝える側、聞く側の姿がとても

素晴らしかったです。

********************************************************

私からあなたへ
大好きな言葉を贈ります

心が変われば 行動が変わる

行動が変われば 習慣が変わる

習慣が変われば 人格が変わる

人格が変われば 運命が変わる

（元 星陵高校 山下智茂先生の言葉より）

頑張れ！！榛中
頑張れ！！みんな

草にも木にも いいことをしよう 人にも自分にも いいことをしよう


